
令和 7 年産の麦は、6 月 17 日以降の天候不順により赤かび粒が感染しているものが見られましたが、

風選選別での調製が可能な麦については荷受を行いました。選別調製の結果、歩留まりの低下とはなりま

したが、DON 検査（食品安全基本法の定める基準）、農産物検査においても基準値を上回ることはあり

ませんでした。また、荷受重量実績としては前年対比 123.5％となり収量の増加に繋がりました。 

 

令和 7 年産麦の施設荷受状況と品質について 

   

① 令和 7 年産びわほなみ赤かび粒の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②令和 7 年産小麦【びわほなみ】の検査結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荷受施設 区分 荷受重量 １等 ２等 規格外 １等比率 製品重量 製品歩留まり 

長浜 CE  

生 352,296 153,000  76,000 35,598 57.8% 264,598 75.1% 

本乾 179,025  53,800 54,200 44,400 35.3% 152,400 85.1% 

小計 531,321 206,800 130,200 79,998 49.5% 416,998  78.4% 

伊吹 CE  

生 310,604 102,700 101,800  29,985 43.7% 234,485 75.4% 

本乾 243,678 100,200 76,600 35,101 47.2% 211,901 86.9% 

小計 554,282 202,900 178,400 65,086 45.4% 446,386  80.5% 

びわほなみ 合計 1,085,603 409,700 308,600 145,084 47.4% 863,384 79.5% 

JA レーク伊吹 

販売施設課 

 外観品質低下 整粒不足 1 等比率 47.4％（令和 6 年産：１等比率 82.0％） 

 赤かび防除、適期収穫が必須である。（令和 6 年産：製品歩留まり 86.4％） 

 赤かび粒、穂発芽粒、雑草対策が課題 

まとめ 

単位：kg 

赤かび粒 

穂発芽粒 

健全粒 

小麦品質評価項目

フォーリングナンバー（小麦粉中のデンプン粘度） 

・基準値 300 以上推奨 

   

     

 

R7 事前分析値  300 以上：300 以下    

           30 ： 70 

 


